
9 ブ ッシユ ・カッタによる障害物処理と牧草導入

( 1 ) 背 景 とね らい

雑木林地、原野等に牧車の導入を図る場合、人力によって前植生を処理する方法では経費

の大きさが指摘される。またこのとき、不耕起法を採るなら,去 残った切株の放牧家畜の跡

への禍いも問題にされている。そこでこれらの問題解消のために、プクシュ
・カクタ(醸刈

払機 )の適応性と残禅チブパ(切削機 )やロータ・ベ
ータ(簡易耕転機 )による残樺と土と

の混合、処理地への牧草導入について検討L着 子の知見を得たので参考に供する。

( 2 ) 技 術の内容

1)プ ァシュ・カタタによるネマガリダケ群落の処理は良好に行なうことができる。作業

能率は1?～ 11時 間/協 (2回 掛け)である。

2)傾 斜角 13度 程度までは連続走行で作業が可能でありも初回掛けは下り走行で行なう

のが良く、最大 20度 程度までの作業が可能と思われる。 (四輸同径全輸駆動トラクタ

使用が条件 )。

3) 1回 掛けでは残梓の破砕が荒く、また凹面では切株が残ることもみられ、 2回 路け以

上が4必要である。

4) 2日 以上のプヮシュカッタ掛け、あるいは残禅チタパ掛けを加えても、耕深が約 5餌

と浅く、上の混入は重量比で約30%ほ どで少ない。

5)ロ ータ・ベータの5筋掛け、 10筋 掛けでは、土の混入が約40努 、 50"余 りとな

りじ幾分増大する。

6)処 理直後の牧草播種では、ロータ・ペータ10筋 掛け区で良好な発芽定着ど生育が得

られるが、他では、発芽不良、あるいは定着不良がみられる。

7)ロ ータ・ベータ5筋掛け区で踏圧、軽鎮把処理を加えた場合、牧草定着の改善がみら

れる。

8)樹 径約10～ 20筋 のものが混入している広葉雑木林地でのプタシュft力,夕掛けは、

走行中断による作業となり、作業能率は 20時 間/色 (2回 掛け)と低い。

3)倒 木の方向が整一でないため、 1回 の処理では掻き込み破砕から外れるものが生じる

ため、 2回 以上の処理が必要である。

10)雑 木林地では2回以上のプタシュとヵタタ掛けでも土との混合は少なく、残得チ″パ

の効果も少さく、粗大な残需が厚く数かれるため、処理直後の不耕起法による牧草導入

は困難である。
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( 3 ) 指 導上の留意点

1)今 回の調査では、燃料消費量のかなり多いことが指摘されたが、このことについてはより

確かな調査が必要である。

2)踏 圧の有無の差は,必 ずしも明らかでなかっ・たが、これは降雨日の多い本年の天候が影響

していると思われる。

3)本 試験では人足踏圧を行なったが、機械踏旺では効果がより大きいと期待される。

4)前 植生残得の量の多い所へ不緋起法で牧車導入を図る場合、縞状に集積して火入れをする

方法、処理後に相当の期間をおいて播種する方法、相当の期間をおいて処理を繰 り返す方法

などが有/JJと思われる。

5)プ ッシュ・カッタは、不食事であるワラビゃパヲ類、木イチゴ、ウツギなどの繁茂で荒廃

した不耕起造成草地の管理や更新などへの汎用利用が考えられる。

( 4 ) 関 連試 験 課題

牧草地 ・野革地・林内草地の道正組合せ方式の確立

( 5 ) 参 考 資 料

昭和 54年 岩手畜試成績概要書

( 6 ) 主 要 成 果 の具体的数字
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表 3  作 業 能 率
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表 4  立 自団地の処理跡の状況
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発芽定着と生草収量    i :

場 所   立 自  前 植生ネマガリダケ

播在日  54年 6月 28日
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